
 

 

 

７月 20日（金）午前 10時 10分～11時 30分ま

で、第一体育館で全校生徒対象に性に関する指導講演

会を開催しました。講師に岡山大学大学院保健学研究

科教授、岡山大学ジェンダークリニック医師、ＧＩＤ

（性同一性障がい）学会理事の中塚幹也先生を迎えて、「生と性の話：ライフプランと

その多様性」と題して、“命のつながりを断つもの”について７項目に分類して話をし

ていただきました。 

１ ＢＭＩが 22：ＢＭＩが 13.2以下は命に関わる 

２ とびこみ分娩：結婚していない人が分娩まで受診 

をしないで急遽とびこみで出産する 

３ クラミジア感染症：不妊症につながる 

４ できちゃった婚：新たな命が失われる場合もある 

５ 子宮ガン：20才～30才の女性が増えている 

６ 性・ジェンダー：性的少数者・・道徳の教科書に初の掲載 

７ 恋愛：デートＤＶ、卵子の老化 

＜生徒の感想を紹介します＞ 

○ ＬＧＢＴについて体験談とか聞いたことがなかったので、詳しく知れてよかった。今

そのことで悩んでいる人や苦しんでいる人がたくさんいると思うので、その人たちに

とって住みやすい世の中になるようにしていくことが大切なことだと思った。 

○ 若くで妊娠することのリスクや、子宮がんや感染症が原因で自分で産むことができな

くなる人もいるということが分かった。性同一性障がいのことも全然知識がなかった

し、その立場の人は差別されやすい社会だと思うので、社会全体の理解を深めていく

ことが大切だと思った。 

○ 日本には左利きの人やＡＢ型の人と同じくらいの割合でＬＧＢＴの人がいると知って、

意外と身近にいるのかも知れないと思った。100%の男の人や 100%の女の人もい

ないと聞いて、そう考えたら自分も 100%女の人かと聞かれたらそうじゃないだろう

なと思った。 
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９月９日は救急の日です。 

さて、質問です。鳥取湖陵高校のどこにＡＥ

Ｄが設置してあるか知っていますか？万一友だ

ちが急に倒れてＡＥＤが必要になった時にすぐ

に対応することができますか？ 

救急の日を機会にＡＥＤや担架の位置を確認

しておきましょう。担架は保健室前にあります。

また、ＡＥＤは下の４か所にあります。実物を見ておきましょう。 

 ５月に実施した救命救急法講習会に参加した部活動代表の人は、学んだことを思い出

すことも大事なことです。また、起こりやすいけがの応急手当についても知っておきま

しょう。 

 

                  

              

本校の AEDは４か所に設置してあります。 

①  保健室前の廊下 ② 第１体育館入口左側 ③ 農場の管理室内  

④  第２グラウンド倉庫内 

鳥取湖陵高校のど
こに、ＡＥＤや担
架があったかな？ 

 

① 保健室前廊下 

② 第１体育館入口左側 

朝の光をあびよう 

「体内リズム」の 24時間サイクル

をリセットするのは太陽の光です。

朝の光をあびると、夜に眠りのスイ

ッチが入るサイクルが生まれます。 

朝ごはんを食べよう 

朝ごはんを食べると胃腸が活動を始め、 

よくかむと脳も目覚めます。決まった時間

の朝ごはんで目覚めをよくすると、眠りの

スイッチも毎日同じ時間に作動します。 

運動をしよう 

毎日の規則的な運動で、適度な疲労

を感じると、睡眠は深くなります。

睡眠の質が良くなると、朝の目覚め

も良くなります。 

夜の光をあびない 

眠りのスイッチを入れるのは、メラトニンというホ

ルモンです。メラトニンは光を感じるうちは働きま

せん。スマートフォンからは太陽の光と同じ成分の

光が出ていて、いつまでも触れているとメラトニン

ンは働かず眠りのスイッチは入りません。 

 


